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昭和５７年１１月１７日

常呂町消防団第２分団（栄浦）詰所落成

▲

常呂の消防団は、昭和２２年７月２２日の消防団設置条例施行を受け、８月７日、それ

までの警防団を解散、消防団の結団式を挙行し、第１分団（常呂）、第２分団（栄浦）、第

３分団（日吉）の体制で発足しました。

▲

栄浦・鐺沸を範囲とする第２分団整備の歩みを簡略に年表にしました。

昭和２８年 ９月 第２分団、第３分団に小型ポンプ配置

３６年 ９月 第２分団、第３分団に配置した小型ポンプ更新

４０年 ９月 第２分団に積載車（小型動力ポンプ付き）配置

１０月 第２分団詰所建設移転

４７年 １月 第２分団に積載車配置

５７年１１月 第２分団詰所移転新築 ＊常呂町字栄浦１４５番地１

平成 元年 ８月 常呂漁業協同組合から消防ポンプ自動車の寄贈を受け、

第２分団に配置

２４年１２月 第２分団に消防ポンプ自動車配置

参考：『常呂消防団１００年のあゆみ』



＊左：南側から見た詰所

横に見える消防車両

は、昭和４７年に

配置された積載車と

思われます。

＊前ページとこのページの写真

は、詰所新築時のもの



＊左：昭和４０年配置の積載車

＊上：平成元年配置のポンプ車

＊左：平成２４年配置のポンプ車

＊『常呂消防団１００年のあゆみ』の中に、元第２分団員の思い出として、ワッカの火災

消火活動が一番記憶に残っていると書いています。この時の火災は、昭和５４年９月２８

日、第１湖口から２ｋｍほど常呂寄りのワッカの国有保安林で野火が発生し、約１５００

㎡焼失した火災（北海道新聞）で、「…現場までの道は、消防車両が砂に埋まったり、周

囲の木の枝が消防車両の進行の障害となり前進できなかったので、可搬式ポンプを団員の

漁船で運び、火災現場に入って行きました、軽自動車で入った団員たちは途中で砂に埋ま

ってしまい、みんなで力を合わせて押して車を出したことを覚えています」とその大変さ

を綴っています。

＊下：昭和４０年建設の詰め所

（昭和５７年新築前の状態）


